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　化を行ふ事， 〔2）脊索及び禪經管材 凝が 筋分化 に

　電要 な意義を持つ 事が結論 され る。
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　　前逋 の 魏 く膸胚の 豫定胴部筋詮浮は表皮嚢 乃 中で

腎管を分化す 輪
一方初期原腸胚 の 豫定liE葉 の 外

　植聽 1ま禪經組鐵を分化せ ず單に 不整 な表皮分 化を

　示す 事が 知られ て 乕る。 今止ヒの 爾 者髓瓢豫定筋飭

　と原賜胚豫定外胚葉と を癒合せ
F
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1｝二R 溶液中 で 飼ふ と明らかな紳漣組織 と其に 婆

　して F瀦 iに 具 く分化 した 飭組織 が出泉て 來 る 。 前

　者 像 豫定 外胚葉 よ o誘導 され た 分化 と 考へ られ後

・
者は豫定 筋簡 より生 じた と思1まれる 。 豫定筋籔猛

　 しか し表 皮嚢 の 中 で は 靴の 様な筋紺織を分 化す る

　能力を詩た ない 吟 で ゐる か ら， ti，ヒニ乙｝ bedet ］tnngs −

　ge瞭 鞳 な （豫宕意義 ・こ 慝じた ）独 ヒは 聟1ま自ら

　誘導 した 彦麟鬘的分他逼蟹｝に よつ て ：二次的 に 引起さ

　れ た と しか 考へ られ な い 3 既 の 現象は赦に 交互誘

　導と呼ぶ事が i昌來 る と．駄とれ る Q 併 し慥 駆豫定筋

　 節を其 の 上 に 接 して 讐る轟舞原基 （號に 決定され

　て 居 る 1） と共 に 切鐫 し組織培養す筍時 に ：ま謫打述

　 の 場 含 り 娘 き， 明 らか な筋分 化は起 きな か つ た 。

　　脊索 及 び紳經材賢の 添加 に よる中胚藜外植霾 の
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　　以前 の 移植實瀚に 圭り中胚葉外奈 り 各郡 には 其

　 の 位置に應 じた分化を規定す る如 き形態形成困子

　 が存在する事 が 考 へ られ る o 既 の 場 含各種器官 ，

　 羅織に 應 じて 睿種1）質的 に異 る因子 が存在するの

　 で あ ら うか 、其 と も唯
…つ の 囚子 つ 量的差異 に よ

　 2］　・ff種 の 器宮分化が規定 され るの で あら ｝か ？ 此
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の 様な問題を分新 する 一 手段 と し て 次の 如 き外植

實驗
・
を イ モ リの 経 に就 て 行 つ λ：。 ｛D 豫 定前賢を

膸胚初期に 切出し表炭嚢串に て 培養す る と ， 大部

分 つ 外植體中で 腎管 ， 肢原基等が分化す る。 少數

の 外植體は 殆ど其り 杢材料が血紬胞 と なつ た 。 臠

し脊索材科又は 脊索材料神纏材料を此 の 外植體 へ

添加す る と，脊索及び神經雛織 Z）周罎に鴟ら か な

筋組織が分化す Ee 神糎啄某 の み む 添力；1に 鸚 して

は 此の 様な筋誘導は見 られな い 。 （2冫豫定取 細胞

を膸胚初期に 切1｝｝し表皮 に 包 ん で 培養す る時は 多

量 D1舜訌細胞つ 分化が認め ら九，腎鱈
；
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等 の 分化は 全 く見 ら れない 。 同 じ材料 を脊索材料

と共に 培養す る時：ま屡 々 腎管 1ク獲生が見られ ， 血

麹胞 の 量 は 顯著に 滅少 す る 。 以 上 の 結果及 び 前逋

の 蕩餔材料 に就い て の 外椛實強よ り して 中胚葉器

官猿墓分離 の 機購に驕す る…・つ f｛ 作剿 侵言党に 到逹

した 。 まヒに よれ ば切期葹胚中…糞外套中に背部 よ り

腹邦へ 向つ て 勾酎 を成す「百吁の ；
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形態の ボ テ ン シ ヤ

ノ；」 及び脊索を 中心 と して 勾難を成す駈 ∂ 1
．
脊索

囲子 」 と を中胚葉間Z）分離に際 し乗要な鋤きを疵

す。 以 前の 移植實験z＞結果　《萄 へM ム D −tl9 鋤 及

び正常獲生 に於1ナる申鉦葉閥の 分離現象等も此の

假讒 に よ り誕明 づ け られ る o
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　著者が 1　1−）2； 以來 自己 の 研究に よりて 得 leる知

識 を某礎 と し責 く斯界 Z）進歩 を參照 して ミ ト コ ソ

ド リ ア の 存在、形態 細胞内の 所在及 こド定向 ，量 及

び其變化，機能的意義 に 跚 し堙論的 考察 を試 み た 。

先づ該體 の 形態學誘方測 の 法則乃至通瑚 を樹立 し

詼 い で機能駒方面 の 考究に 移る べ きは 研 究上 営然

の 順序た るべ きこ とは著者 の 確信す る處で あ る。

本篇に 於て 著者 は氈皃地か ら若干り 形態學自樋 則

を整備し既等に 墓 き本質及び機能的意義に 關 L推

知 し得べ き處を逋べ た 。 吐處 で は 結論 の みを揚 げ

る o

　 （1｝ ミ ト コ ン ド ザ アは 發生史白勺絡末期に 在る或
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